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〒662-8501 兵庫県西宮市上ヶ原1-1-155 西宮上ケ原キャンパス正門左手 門衛室隣

神戸三田キャンパスでも
週3回開室中!!
@Ⅱ号館210教室

［開室時間］平日8：50～16：50（11：30～12：30は閉室）
※夏期、開室時間の変更あり（HPに記載）
土日、祝日、夏季、冬季の一斉休業期間は終日閉室

ボランティア活動支援センター　ヒューマン・サービス支援室

0798-54-6061（内線：30146）
kg.hsso.info@kwansei.ac.jp

ボランティアの相談や情報提供など、ボランティアに関わることなら何でもご連絡ください！ アクセス

この看板が
目印

ヒューマン・サービス支援室

災害支援フォーラムレポート

ボランティア募集情報提供のお願い

継続的な活動が生み出した学生と被災者の新たな支援の形 
～『熊本地震現地ボランティア』4年間の活動を振り返って～
2021年10月9日（土）、熊本地震現地ボランティア4年間の活動を振り返り、大学として継続的なボランティア活動を

行った意義について考えるフォーラムを開催しました。ここでは、印象的だった発言を抜粋してご紹介します。

第1部：現地ボランティア活動参加学生による活動報告　私たちと益城町の4年間
第2部：パネルディスカッション　継続的な活動が生み出した学生と被災者の新たな支援の形

第3部：参加者同士の意見交換会　私たちが紡ぐ未来～学生ボランティアができること～
第4部：室崎益輝氏による今後の展望・まとめ　学生ボランティアが被災地に関わる意味

毎年3月頃に情報更新するため、4月以降も継続の場合はお知らせください。

※資料など
詳細はHPより

HPから詳細を
ご覧いただけます

準備していただき
たいもの

・ボランティア募集チラシ 
・ボランティア情報シート

・団体概要が分かるもの
（リーフレット等）

面談（初回のみ）

対面：西宮上ケ原or
神戸三田

オンライン：Zoom
資料をもとに、団体やボラ
ンティアの詳細について伺
います。

情報紹介

いただいた情報はデータ化
してiPadにストックして来室
した学生に紹介するほか、
学内のチラシラックへ配架
して自由にとれるようにして
います。

学生の参加

HS支援室で紹介するボラン
ティア情報は学生が自主的
に参加するものとしている
ので、学生自身から団体へ
連絡させていたきます。

ボランティア受け入れ
報告書の提出

本学の学生がボランティア
に参加した際は「ボランティ
ア受け入れ報告書※」を月末
にご提出ください。

被災地の皆さんからしたら、学生の力って大きかったと思うんです。
何よりも皆さん災害の苦しみから立ち上がっていく上で、若い力が刺激
になったことだろうと思います。逆に言うと、今度は学
生が被災地の皆さんと一緒に心を通わせることに
よって、学生自身もまたいろんな学びがあって、
育っていく。元気になっていく相互の交流のプロ
セスがあるんだろうと思っています。まさに世代
を超えているというか、大学生の力があると思
うんです。大きな大人と小さな子どもの間をう
まく学生がつないでいって。だからこそ、みんな
が元気をもらえたり、心を通わせることができ
たりした意味でいうと、学生の力は多分大き
かったように思います。

私が初めて活動に参加したときに感じたのは、
住民の方々と職員さん、継続して関わってきた学
生との関係が既に出来上がっているなというこ
とでした。初参加の私のような学生も、その雰囲
気に飲み込まれるように住民の方々と接すること
ができました。
大学や現地の方々など、多くの人が関わるこ
の活動は、私たち学生にとっても1つの企画を作
り上げる魅力や大変さ等を感じられる貴重な経
験になりました。関わってくださった方々には本
当に感謝しています。

僕たちは現地で住民さんと関わることが多いですけど、僕たちが行っ
ても「ああ、また来たか」とか「また同じこと聞かれてる」とか思われてる
方も結構いらっしゃったり、出てきてもらいたいなと思って呼びかけたり
しても、出てこられないこととかもあるんですが、「関学が来る」「学生さ
んが来るよ」と言うと、どこにこんなに人がいたんだろうというぐらい集

まってくれたりしてたので、来てくれて嬉しいな、と思ってい
ました。継続して活動を続けていただいたことが結果
的にコミュニティ支援になっていたことは、すごく助
りました。被災直後は、支援に行きたいという人、
何万人という多くの方が来てくれたんですけど、
その後継続する、コミュニティ支援はどんどん
減っていると感じていたので、ありがたかったで
す。関西に帰られた後も、ラジオで発信したりし
てくれているのも聞いて、熊本地震はそういった
発信がなければすぐ忘れられていくとも感じて
いたので、そんなお話も伺えて嬉しかったです。

おばあちゃんたちも若い子と接することができて元気をもらって、大変
喜んでいました。
「学生さんたちはいつ来るの」って皆が言ってくれるから、学生たち
が来てくれるのを楽しみにしてるんだなと感じていました。暑い中、地
震の中、よく益城まで来たいと思う気持ちがあったなと思って。子どもた
ち自身が夏休みでデートや海や、行くところがあるのに、
益城に行こうと思って実際に来てくれる、その気持ち
がすごくうれしかったです。みんな素直でいい子
ばっかりで、熊本のおばあちゃんとして、みんなそ
れなりに、何か感じて育っていってくれたかなと思
います。いろんな人と出会えて、いろんな経験を
して、いろんな形の絆がいっぱいできたと思うん
です。人とのつながりの絆を大事にしてほしいな
と思っています。そして、これからも前向きに生き
てもらえたらなと思います。
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